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アキレア・スピードリオン他数種の生育開花に及ぼす入室加温時期と日長の影響
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実験材料と方法

実験 1 生 育開花に及ぼす入雲加温時期と日長の影客

緒

本県の切花生産は,京 阪神市場に近いという立地条件

をいかして キ ク・バラなどの主要切花の他に多くの種

類の花が殺培されている そ のうち宿根切花は 一 度植

え付ければ据え置いたまま長期FBR採花できること 繁 殖

も株分けなどの栄養繁殖で容易なことからす経営にとり

入れられやすく,近 年の花さ需要の多様化と水田利用再

編対策とあいまって,生 産の伸びが書しい品目となって

いる

宿根切花のうち.キ クゃヵ―ネーション 宿 根カスミ

ンウなど主要切花については そ の開花砲懸について多

くの報告があり,周 年殺培付系も組み立てられているかぅ
その他のいわゅるマイナー品日とされている宿根切花に

ついては 未 だ開花生態が未解明な点もあり,ま たその

性質上裁培が長期にわたることから`作 型も露地季咲萩

培が中心で,生 産の伸びとともに出荷期が集中するなど

価格の不安定をきたしている

このような背景から宿根切花の生産安定のため`出 荷

期の拡大をはかり,真 品生産を行うための開花調師技術
の開発ガ士 産現場及び普及指導機関から強く要望されて

きた 特 に6～ 7月 に開花する宿根切花について開花前

進技術が要望され,ス ピードリオンについては本県の生

産地平群町では,電 地季咲では7月中下旬から8月 上旬

の開花となり,こ の時期ではと花教宣も夏休み r4入りけ

い古花需要も少なくなることから,6月 中の開花作型が

要請され。またアキレアについても6月 中下旬瞬花をさ

らに前進させたい意向が強く 技 術的な考察を加えるた

め主として6～ 7月 に閣花する信根切花の開花生態解明

の試験を行った

試験は198ケ屯4年 に行ない 主 に抽台 ・開花に及ぼ

す温度と日長の影書について調べた

供試した宿根草はアキレアがヤヵ′ッセィョゥノヨギリンウ、

イあ竹″ゼ″ 7・R;o"″″″  キ フヾナ ノノヨギ リツワ

A  h y b r i d｀ c  o r o l t t t i o  n  C。l d、  ン o ′ヽ ナノコ

ギリンウ ス クr 4″″!″ Tヽ h e  P o■ d、 の 3種 ス

ピードリオン Ooわで,効″りんどう咲きカンノヾ
ニュラ 0,“ 切″″ Fro″●7ztt L var superba

h Ort ア フレメ リア ・ ラ テ″フォリア ス″″"“

2的倣ra及 び信根アスターのシノフメ■ク′Srcr

″oIIあ夕rarと の 7品 目を用いた。

株の,ゼ ット打破に及ぼす抵温道週の影管をみるため

露地画場で養成中の体を 1982年 10月158か ら1か 月毎

に順次堀り上げ.沫 分け後 5,鉢 に4～ 5茅 あて植え付

け夜温10t lて加温したガラス宝に入室し ただちにB長

処IBを行った 日長処理は,明期が年前5時～午後9時
の16時間日長になるよう自然日長に白熱灯で補光を加え

た長日区とす年後5時～翌日午前9時までをシルバーフ

ィルムで進光した0時間日長の短日区とす自然日長の3

区とした な お長日区の綺光は 植 物体上で1501■x以

上の明るさになるよう電照した 日 長処理はいずれも開

花までftけた 供 試鉢数は 各 品目とも各区5鉢 とした

実験を 生 育途中の日長変賢a(生青開花に及ぼす影響

シ′ノメギクについて 実 験 1の 1月15日入室及び2

月15日入室の長日区に日長変更区を設けた 1月 15日入

室長日区を二つに分け,5月 2日 に自然日長区と短日区

に移し 2月 15日入室長日区を4月20日に同様自然日長

区と短日区に分けた

ア方ノ`ナセイヨウノヨギリツラについては, 1983年
10月15日に堀り上げ人室 (夜温15℃〉し日長処理を行っ
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ている自然日長区及び短日区のものを、12月20Bに それ

ぞれ長同区に移した。なお日長処理の方法は実験 1にrL

じたb

実験ユ 株 冷蔵後の日長と生青閉花

冬季休眠中の林を堀り上げて株冷蔵し 十 分低温経過

させたFlを秋以降栽培し、抽台 開 花に及ぼす日長の影

響をみるとともに あ わせて秋季開花作判を検討した

“卓試材料はキバナ″′ヨギリツ, ス ビートリオン

リんどう咲きカンパ‐ュラ ン クノメギクの4品 日とし

た 供 試体は露地植FFを1983年 1月18日に堀り上げ

根上を洗い流した後根部を湿ったビートモスで包みjポ

リ袋につい-2± 2℃ |て冷蔵した 冷 蔵株はいずれも

9月 5日 に出Fし j失 敗 1と同様 5■鉢に栖え付け。ガ

ラス室に入iし ただちに日長処理を行った 日 貞処理方

法は安験 1に■じた 人 重後の忘度管理は 最 高3『C最

低10tになるよう管l■した 各 区10鉢をHE試した

実験 4 栽 告夜温と日長が生百開花に及ぼす彰等

■夕`す/ヨ ギリツクとシヨベナ′コギリツウを用いて

露地致培中の株を1983年 12)J15日 1984年 1月17日,

2月 16日に堀り上げ,株 分け後6号鉢に5～ 6チあて植

えつけ た だちに大量し長日、自然日支,短 日の日長処

理をイテなった 日 長処理は実験 1に革じた 入 を後の栽

培夜温は最低ずC区と1げc区の2区を設けた 各区5鉢
を供試した

実 験 結 果

実験 1 生 育開花に及ぼす入豊加温時期とB長 の影響

図 1に各品目の入室rj期〕」 J野 町のIll花日数を示し

た 各 品日とも自然低温に十分道通させた後細入室加温

区て 入 をから開花までの到花日数は短くなり さ らに

朝 ヒぞろいも■くなった

各品目ことのjTllEBは,7カ′サ セイヨウノコギリツウてズあ ―

確 ″7Zテ110ゎ″″″)と りんどう咲さカンバニュゥ(9″ク

″″Z″ JttZり″″)で は,入 安加温時期に比例しj早 期

入室で早くから開たがみられたが,そのイじの品日ではlb

月 11月の早期入室底ようも, さらにな温通追させた1
月15日入室区で最も早 く「l花がみられた |

品目別の開花の卓Ftを 1月 〕8日入宣区の自然日長区で

みると 最 も早く開花がみられたのはりんどう咲きカン

本ニュラで4月 3日  ア ルメリア・ラティフォリアの4

月6日で,次 いでシ。バナ′ヨギリツウの5月 5日 ,キ
バナ′ヨギリンツの5ナJ7日 ぅシ′ノメギクの5月 10日

の順となり,ス ピードリオンが最も連れて?況 10日に,コ

花した アカフヾナセイヨウ′コギリンウは自然日長区ては,抽

合かみられずPゼット状を続け 根 出束のみ展束した

■17し日数に及ぼす日長の彰留は種類によって異なり

アルメリア ラ ティフォリアとりんどう吹きカンノやニュ

ラでは 日 長による到花日数のとはあとらかではなかっ

た

アキレアの3種 とスピートリオンでは 長 日による瞬

花前進効果はあきらかで,とくにアⅢフヽナセイコウノコギリ

ン,て十まサ長日区は各,こ 区ともすみやかなln長生貞がみら

れたが,自 然日長 短 H両 区は抽合開花しなかった キ
フ`ナフヨギリツウ, ンロ/ ナヾ′ヨギリン,,ス ピードリ

オンでも。長日区の開花前進幼果はあきらかで 特 には

温道通の多い後期入彗では長H区 同様開花した

このァキレアとスピードリオンでみられた長日の効果

は 入 室後の≧資の仲長状況をみると表1に示すように

様相が叉なり,ア キレアでは低温遭遺の少ない11月 ,12

月の人室で 長 □区で抽お率が高まりFFt7をも早まったが

白然H長  ,日 にではlF出要の展葉はみられるものの抽

台ポが低く,時 に短日区は0ゼ ット状を経過した い っ

ぼうスピートリオンでは各入宣とも日長にかかわらず室

箕のイⅢ長かみられ 長 H医 で開花が■まった 開 花が遅

れた向然日長 規 日区では,切 花長は長日区より長くな

つた

シノノメギクでは,長 日区ではいずれの入室区とも当

資の伸長はすみやかにみられたが 開 花i`至らず,か え

って圭楽伸長の劣った短日・8然 日長区で開花は早まっ

た

実験 2 生 首途中の日長変更lt生育開花に及ぼす影讐

シタノメギクては 表 2に 示すように長日区では対令

率は高く荏栞のlH長は促進されたものの,花 チ形成は花

芽分化発達の途中 (小花形成期頃)で 停止し 発 と開花

せず か えって抽台率のヶった短日 自 然日長区で早く

から開花した し かしこの花チ発達の途中で停止してい

る長日区のものを 短 日及び自然日長に移したところ

するやかに花チ発連を進行させ よ 時す玉瞬花4ち られた

またアカ′ヽナセイヨウノ]ギ リツウについても,ロゼット状

を続けnt台のみられなかったlo潟15日入量の短日 自 然
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日長区のものを長日区に移したところ。すみやかに抽台

が始まり開花に至った (表 3)

実験 3 株 冷蔵後の日長と生青開花

供説体はいずれも冷蔵中に腐敗枯死はみとめられなか

つた

9月 5日に出庫してガラス室で栽塔し 最 も阜く開花

したのはりんどう咲きカンフヾニュラで 日 長には関係な

く出庫後40日の10月中旬に開花した し かし開花時の品

質は切花長は短く花数も少なかった

次いで早く開花したのはシノノメ■クでi llttB長・

短日区で山庫後60日たらずの11月上旬に開花したが 切

花長は短く花数も少なく貧弱なものとなった い っぽう

長日区は,重 受の伸長はみられたものの実験 12同 様開

イじに至らなかった こ の長日区のものを10月12日と11月

1日に自然日長及び短日に移したところ い ずれも40日

程度で開花し,室 長 花 数ともすぐれた切花か得ら翔七

キ′ヾナ′ノコギリンウは,自然B長 及び短日区は抽台

はみられず。根山窯のみ浸窯するコゼット状態を続けた

が,長 日区はすべての株が伸長生長し,11月中旬に良好

な開花がみられた

スピードリオンはいずれの日長区とも室桑の仲長生長

はみられたが,長 日区のみが11月下旬に醒陀した 自 然

日長及び短日区はす12月末までに関花はみられず調査を

打切った

実験4 栽 培夜温と日長が生百開花に及ぼす影誓

キタ`すノ〕ギリンウとシ'′` ナ′コギリンワの2品 目

とも,自 郷重温遭退の少ない早期入室区で長日による開

花前進効果がみられ,そ の効果は夜温の高い区ほど頭者

にみられた し かし自然日長区及び短B区 では,い ずれ

の入室時期とも,栽培夜温区間に開花所要日数の差はな

かった
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開花 し, さ らに2番花が9月上旬に開花 した

開花反応は “ )抽台 開 花にほとんど日長の影響のみ

られないもの (2)抽合に長日が促進的に勧くもの (3加

台と開花に長日が促進的に働くもの “ )鶴花に長日が促

進的に働くもの (5)理葉の伸長に長日わ】足進的なもの,

に分けられよう (Jの日長の影管がみられなかったもの

は,季 咲きで最も早く開花したアルメリアで,長 日で花

馬の伸長は促進されたものの加台字や到花日数にあさら

かな差はなかった ま たりんどう咲きカンパニュラも到

花日数に日長による差はみられなかったがぅほ温遭退の

少ない時に長Bで 抽台率が高まる傾向がみられた

アキレアについてはす3品 日とも長日で抽台・開花が

使進され と くにな温遭道の少ない場合にあきらかだっ

た な おぅアカノ(ナセイヨウノヨギリンウでは,長 日の効果が

とくに顕者で長宮条件下では秋以降も。ゼット化せず連続

開花がみられた 露 地でも6月 に入ってから抽台か始ま

りj最 もB長 が長い7月上中旬に開花することから,抽

台開花には低温遭週よりもB長 の影響が大きく勧く質的

な長日伯物とも考えられ 積 極的な加温下では周年開花

も可能であろう ま たキバナ/コ ギリンウとシ0″ ナヾノ

ヨギリツクでは 低 温道選の少ないときは長日のみで柿

台開花が促進されたが,低 温遭通が多くなるにつれ短日

下でも袖合開花がみられたことから.長 日のほう力劫 果

的な相対的長日性を示すものと考えられる な お短日区

のものは花数や切花長などの開花品質は劣った

シャスターデージーやス トケシアなども,長 日のは

うが開花が卓まる相対的長日とを示すとされ,5～ 6月

頃に開花する宿根草の共通の生態といえよう

さらにスピードリオンも長日で開花か早まったが,垂

窯の仲長は日長にかかわらずみられたことから,ア キレ

逢雇需唇警裾遷脅暑稼f暑 おとをi号 掃二潰替岳倉を書
一致した こ れに対し,ア キレアでの長日効果は,長 日

がlj台促進することにより開花促進につなかるものと考

えられよう ス ピードリオンの日長反jLも,夏 期は短日

下でも開花がみられたが,株 冷蔵後の秋冬期には,短 日

下では菫葉の仲長にもかかわらすj開 花に筆らなかった

ことや。季咲きも7月 中下旬の高温期に開花することか

ら,絶 対的質的な長B性 は有せず 相 対的で温度 ・B射

量とも闘速した量的な長日性をもつものと考えられる

シノ/メ ギクでは長日で垂業力I足進され`花 芽分化は

早く,一 部に開花もみられたものの多くは途中で花チ発

達が停止したり,柳 茅状となりぅ側芽の発生が多く。か

えって短日・自然日長のものが早く開花した し かしこ

の短日,自然日長の開花は,草 たけが短く花欺も少なか

一般に6月～7月に開花する宿根草の開花生態は,冬

手の低温によって0ゼ ット洩寧 (休8R状態)か 打ヽ破され

その後の高温により抽合開花する さ らに開花後は秋の

研 [曾 鳥骨景魯Sと

し 再びDゼ ット化し体眠に入る

。ゼット打破や棟の休8R打破に要する抵温経過量や、

その後の抽台 ・開花に対する温度及び日長の影響は種類

によって異なる力i 大 きくはその種類ことの開花期の早

晩との関連が深い 一 般に早く開花するものは,温度妥

因か強 く働き,開 花期がおそくなるにつれて温度要因の

他にB長 の影督がつよくあらわれてくる こ のような開

花生態として代表的な宿根草のキクについて,そ の開花

期の早晩である夏ギク.八 月咲さギク。九月咲富ギク

秋ギクを 温 度と日長の関連から多くの報告がなされて

いる

本実験で用いた宿根草切花の開花前進を考える場合も

キタとul様すこれら株の休眠・コゼット打破に及ぼす要

因の解明と,そ れにともなう開花前進限界の把握が必要

であり さ らには0ゼ ット打破後の抽合 開 花に及ぼす

要因解明を行う必要があろう

本実験で用いた7種 の宿根切花のいわゆるコゼット打

破には 実 験 1でみられたように低温経過の影響が大き

く働き,い ずれも十分自然低温にあわせたのちj入 室加

温することによりすみやかなと長を示した そ の低温経

過量は,入宣加温時期別の到花甲数及び鋼花期からみて

水県平IB部では少なくとも1月 15日まで低温に遭遵させ

る必要があり,夏 イクの促成や,秋 植球根の半促成作型

と同様の低温経過が要求された こ の0ゼ ット打破に要

書員や母壼醤号をとを盆捨曾号脅暑暑控掲暑蜃岳R増 暑

はより高い温度の加温を要し 低 温経過の多いほど促成

温度も低温管理でもよかった

いっぼう.抽 台 開 花に及ぼす日長の影響は,供 試し

た7品 日のうちでも大きくその様相は異なり,実 験 3の

十分な低温経過をさせた株冷蔵後の反応と,さ らに季咲

きにおける開花期の早晩ともあわせ考えると 以 下のよ

うに分けられよう 1983年 の環地李咲きにおける開花

期は ア ルメリアが最も早く5月上旬に開花 し 次 いで

りんどう咲きカンノやニュラの5月 中旬 シ 。バナノヨギ

リンウが5月 下旬,キ バナ′/コ ギリツウ6月上旬,ア

カノヾナセイヨウノコギリツウが7月 上旬～中旬, ス ピ
ー

ドリオンが7月 中a ツ クノメイクが6月 上中旬に
一部
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った ま た長日区のものをより短い日長に移すと す み

やかに花芽発達し開花に至り,ス ブレー状の枝に多くの

花か着花した こ の開花生態からみて,花 芽分化には長

日が促進的で,花芽発達には短日が促進する量的短日性

を有する九月咲きギクと同様の反応を示すものと考えら

れる

なおアキレアでみられた長日の抽台促進効果は り ん

どう咲さカン′ヤニュラやシ/ノ ナギクでもみられるよう

に低温経過の少ないときにより効果的でみられることか

ら,ほ 温の代皆とがあるものと考えられる ま た実験4

でみられたように,同 じ低温経過でも夜温1徒 の自然B

長区より ほ 夜温の5七の長B区 のほうが抽台が早く。

到花日数が短かかったことからも 長 日のな温代苦性が

名:魯 魚 こi?鶴 発槍廷易里畳ととこそこ]コ雪品穐盈

には加温温度よりも 同 Rの長日処理のほうが効果的で

あるとしていることとあわせ。促成時の温度管理に際し

ては留意すべさ技術であろう

以上供試した7品 目の宿根切イヒを日長反応による開花

生思でみると,日 長の影響の少ないものとして ア ルメ

リアjり んどう咲きカン″`‐ュラ 長 日で促進されるも

のアキレテjス ピー ドリオン さ らに長日後の短日がよ

いものとしてシタノメギクかある

いっぼうほ温を経過した後に開花する■根草類は,自

然低温利用による場合は,促成の前進限界があり。さら

に前進させるためには根体を堀り上げてほ温処理する方

法がある こ の方法も促成の場合は根林の堀り上げPr期

に株のロゼット状との関連など限界があるが 冷 蔵抑制

盆縁8擦 義爺轡督夢母:畳 塩亀感ぞ性督も岩暑督醤S坐

実験で用いた宿根草は,い ずれも抹の腐敗枯死もなく良

好な開花が得られ,出庫期と日長処理の組み合せにより

開花期の調師も可能で 休 眠期に堀り上げて長期冷蔵す

る林冷威による秋冬季開花作型は有望で実用性の高い技

術といえよう

1

2

以降の入室加温で開花が卓まった

開花に及ぼすB長 の影響は種療により果なリ ア ル

メリア・ラティフォリア,り んどう咲き力が ‐ュ

ラでは日長の影讐はほとんどみられず,ア キレアj

スピードリオンでは長日の開花促進効果が高かうた

また シ /′ ナギクでは長日で拙命促進後す短日に

移すと開花促進し 花 数6捲 加した

長日のf」果は 抽 台促進と開花促進に分けられ,ス

ピードリオンでは開花促進に ア キレア リ んどう

咲きカンフヾニュラ シ /′ メギクでは,抽 台使進効

果が高かった

この長日による軸合促進効果は, ほ温遭退の少な

いときにおく働き,抵 温イミ替性がみられた

株冷虚貯戯と日長b■Fの 組み合せでj宿根切花の秋

冬期の開花がえられた

引 用 文 献

浅野昭他 1984 ス トケシアの開花調師 (第2約

加温開始期とその前後のB長 について 国 学要旨

昭59年辞:288-289

原周作 1983 春 季電照によるスピードリオンと

ヒメヒマワリの開花tRc進の研究 園 学要旨 昭 58年

秋 を2 9 2 - 2 9 3

小西国義 1982 盾 根草の開花調節 ・,ゼ ットと

,ゼ ット打破 園 学シンポジウム要旨 昭 57年秋 :

79-86

富日広 1984 シ ャスターデージーの開7E調節

園学妥旨 昭 59年春 1286-237

植松盾次郎 1982 宿 根草の開花調節 B長 温度

による開花調師 国 学シンポジウム要旨 昭 57年秋

186-92

模井邦彦 1982 宿 根草のpゼ ット打破に及ぼす

抵温と日長の影督 (第1報 )シ ャスターデージー,

アキレア・ユウゼンギク。モナルタについて 国 学

要旨 昭 57年秋 :300-381

横チ邦彦 1984 宿 根切花の開花調節に関する研

究 (第2報 )生 育開花に及ぼす入室加温時期と日長

の影響 (アキレア・スピードリオンゆ  国 学要旨

昭59年春 :290-291

描

1

7

初夏から夏に開花する宿根切花 てアキレア・スピー

ドリオン ア ルメリア リ んどう咲きカンバ‐ュラ

ンノ′メギク〕について,大雪加温時期と日長力士

育開花に及ぼす彩轡を調べた

いすれの品日とも低温経過を十分にさせた1月 15日
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正   誤   表

訂 正 箇 所 誤 正

表 紙

6項 目 目
入室加温時間 入豊加温時期

P 1 6

図     面
第 13図

P2 6

左上から10行日
散光線 FRA 散光性 FRA

P31

右上から14行日
結露水流下種 結露水流下量

P33

右下か ら2行 日
第 2表 第 3表

P52

左下から5行 日
カン″ヾニュウ カンクヾニュフ

P 8 1

上 部 見 出 し
P79上 部参照

P33

上 部 見 出 し
塚本圭一 堀本圭一

P 3 3

第 1図 経 盗部
遊走 数 遊定子数


